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Tarand，A．：Ice　as　a　climate　indicator　in　the

　Baltic　Sea　Basin．

Glaser，R．：The　climate　of　Lower　Frankonia　since

　1500．

Banzon，V．，de　Franceschi，G．and　Gregori，

　G．P．：The　mathematical　handling　and　analysis

　of　non－homogeneous　and　incomplcte　multiva－

　riate　historical　data　series．

Pavese，M．P．：Roma耳epigraphy　and　historical

　climatology／A　proposal　fbr　an　investigation．

Sereno，P．and　St皿ani，M．L：Documentary
　sources　fbr　a　history　of　climate　of　the　Ancient

　Sabaudian　States（XVI－XVIII　cent皿ies）／re一

　view　and　prospects．

Pfister，C．and．Lauterburg，A．：Spatial　variability

　of　climatic　change　in　Europe1780－1960．

Schwarz－Zanetti，W．：Reconstructing　the　climate

　of　Europe1270－1525／Methodology，coding　book
　and　sof㌔ware．

SchUle，H．：Visions　of　a　European　Databank　fbr

　historical　climate　data．

Neumann，J・：climate　of　the　Black　sea　Region

　around　O．C．E．

：Bren巧es，B。：Problems　of　Oriental　history　and

　the　development　of　climate　in　Asia．

r天気」カラーページについてのお知らせ

　これまでr天気」では編集委員会の経費で年間2ぺ一

ジ程度のカラー写真を掲載してきましたが，最近の印刷

情報のカラー化に対応して，今年度は年間8ページ程度

を掲載するための予算を計上しています．また，来年度

からは毎号にカラーぺ一ジを設けるための予算措置につ

いても計画しています．

　これに伴って，編集委員会ではカラーページに掲載す

る写真を広く会員から募集致します．r天気」にふさわ

しいものであれば内容は間いませんが，例えば珍しい気

象現象（幻日，第2次虹，ケルビソ・ヘルムホルツ不安

定波，極成層雲，竜巻等），典型的な気象現象，気象情

報処理技術の高度化に伴う典型的な気象現象の表示例

（レーダー，　プロファイラー，　L－ADESS，レーダー・

アメダス合成図等），内外の気象観測施設・装置，など

の写真をお寄せ下さい．なお，写真には題名と簡単な説

明文（原稿用紙1枚程度）をつけて下さい．

　また，論文や解説の写真のうち著者がカラー写真での

掲載を希望し，編集委員会もカラーで掲載する方がふさ

わしいと判断したものについては，編集委員会の経費で

カラーぺ一ジに掲載致します．また，従来通り著者の負

担で論文や解説にカラー写真を掲載するものは随時受け

付けております．

　カラーぺ一ジヘの投稿写真はr天気」編集委員会また

は地区編集委員宛にお送り下さい．また，ご不明の点が

ありましたら，編集委員会までお問い合わせ下さい．

　　　　　　　　　　　　　　　（「天気」編集委員会）

第5回r大学と科学」公開シンボジウムのお知らせ

　テーマ『地球環境変動の科学』

　一かけがえのない地球を守るために一

　プログラム案

日　時：平成3年1月29日（火）～30日（水）9：30～

会場：経団連ホール（東京都千代田区大手町1－9－4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　経団連会14F）

参加費：無料（全席自由席）

申し込み方法：①住所・電話番号，②氏名，③職業（勤

　　　　　　　務先），④セッション名『地球環境変動

　　　　　　　の科学』，⑤参加日時を明記の上，右記

　　　　　　　連絡先あてに送付願います．
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　　　　　　　（当日参加可）

申し込み先：第5回r大学と科学」公開シンポジウム組

　　　　　　織委員会

　　　　　　〒100千代田区霞ケ関3－2－2

　　　　　　文部省学術国際局学術情報課気付

　　　　　　TEL　O3－581－1932（直通）

主催：第5回r大学と科学」公開シンポジウム組織委

　　　　員会

後　援：文部省

　　　　学術情報センター／日本学術振興会／経済団体

　　　　連合会
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